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(57)【要約】
【課題】グリッパブリッジに高い負荷が加えられた際に
チェーンが内側の縁部に沿って滑り、これにより高めら
れた摩耗によるチェーンの早期消耗が生じることを阻止
する。
【解決手段】搬送チェーン３６が、交互に配置された多
数の内側リング４４および外側リンク４３を有しており
、該内側リンクと該外側リンクとが、チェーンピン４５
によって互いに結合されており、グリッパブリッジ３２
が、それぞれ２つの互いに異なるチェーンリンク４３，
４４に配置されており、支承個所が、同一のチェーンリ
ンク４３；４４の２つのチェーンピン４５の間に配置さ
れている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送チェーンによって駆動されるグリッパブリッジによって枚葉紙を搬送するための装
置であって、搬送チェーンが、交互に配置された多数の内側リングおよび外側リンクを有
しており、該内側リンクと該外側リンクとが、チェーンピンによって互いに結合されてい
る形式のものにおいて、グリッパブリッジ（３２）が、それぞれ２つの互いに異なるチェ
ーンリンク（４３，４４）に配置されており、支承個所が、同一のチェーンリンク（４３
；４４）の２つのチェーンピン（４５）の間に配置されていることを特徴とする、グリッ
パブリッジによって枚葉紙を搬送するための装置。
【請求項２】
　支承手段として、ボールジョイント支承部（５１，５２）が設けられている、請求項１
記載の装置。
【請求項３】
　ボールジョイント支承部（５１；５２）が固定支承部として形成されていて、内側リン
ク（４４）または外側リンク（４３）に固く結合されている、請求項２記載の装置。
【請求項４】
　ボールジョイント支承部（５２；５１）が可動支承部として形成されていて、内側リン
ク（４４）または外側リンク（４３）に設けられた溝（５３）内に枚葉紙搬送方向で運動
可能に配置されている、請求項２記載の装置。
【請求項５】
　搬送チェーン（３６）が多数のチェーンローラ（４６，４７，４８，４９）を有してい
る、請求項１から４までのいずれか１項記載の装置。
【請求項６】
　チェーンローラ（４６，４７，４８，４９）が、それぞれ内側リンク（４４）と外側リ
ンク（４３）との間の結合個所に配置されている、請求項５記載の装置。
【請求項７】
　チェーンローラ（４６，４７，４８，４９）が、レール（５４）として形成された下側
のガイド（３７）に沿って転動するようになっており、チェーンローラ（４６，４７，４
８，４９）が上側のガイド（５６）を有している、請求項６記載の装置。
【請求項８】
　搬送チェーン（３６）におけるグリッパブリッジ（３２）の支承部（５１，５２，５７
，５８）が、１つの固定支承部（５１）と、１つの自由度を有する可動支承部（５７）と
、それぞれ２つの自由度を有する２つの可動支承部（５２，５８）とを有している、請求
項１から７までのいずれか１項記載の装置。
【請求項９】
　当該枚葉紙搬送装置が、印刷機の排紙装置（６）に配置されている、請求項１から８ま
でのいずれか１項記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートもしくは枚葉紙を処理する機械、特に印刷機の排紙装置において枚葉
紙を搬送するためのグリッパブリッジ（つめざお）であって、該グリッパブリッジが、駆
動されるチェーンに配置されている形式のものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような形式の装置は、ドイツ連邦共和国特許第１９５２７４３９号明細書に基づき
公知である。平行に側方フレーム内に案内された２つのチェーンにグリッパブリッジ（つ
めざお）を取り付けることは、それぞれ１つのチェーンリンクとの剛性的なピン結合によ
り行われる。この場合、１つのチェーンリンクに設けられた２つのピンは、グリッパブリ
ッジが当該チェーンリンクに取付け可能となるような長さに形成されている。グリッパブ
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リッジに高い負荷が加えられると、チェーンは、内側の縁部に沿って滑る傾向を示す。こ
のことは、高められた摩耗によるチェーンの早期消耗を招く。
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許第１９５２７４３９号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の根底を成す課題は、冒頭で述べた形式の装置を改良して、前で述べた不都合が
取り除かれるように搬送チェーンにグリッパブリッジを取り付けることのできる装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題を解決するために本発明の構成では、搬送チェーンによって駆動されるグリッ
パブリッジによって枚葉紙を搬送するための装置であって、搬送チェーンが、交互に配置
された多数の内側リングおよび外側リンクを有しており、該内側リンクと該外側リンクと
が、チェーンピンによって互いに結合されている形式のものにおいて、グリッパブリッジ
が、それぞれ２つの互いに異なるチェーンリンクに配置されており、支承個所が、同一の
チェーンリンクの２つのチェーンピンの間に配置されているようにした。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明の大きな利点は、グリッパブリッジが搬送チェーンに枢着式に配置されているこ
とである。これにより、チェーンはほぼモーメントフリーにそのチェーンパスに載置され
ている。なぜならば、法線力（Normalkraefte）しか作用しないからである。
【０００６】
　有利にはローラチェーンとして形成されている搬送チェーンをチェーンパスに沿って良
好に支持するためには、隣接した内側リンクもしくは隣接した外側リンクに２つの支承個
所が設けられており、この場合、２つの内側リンクまたは２つの外側リンクの間には少な
くとも１つの外側リンクまたは内側リンクが配置されている。このような手段により、グ
リッパブリッジに加えられる力は複数のチェーンリンクに均一に分配され、ひいては各側
に設けられた複数のチェーンローラ、たとえば片側の搬送チェーンにつき４つのチェーン
ローラに均一に分配される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態を図面につき詳しく説明する。
【０００８】
　シートもしくは枚葉紙７を処理する機械、たとえば印刷機１は、給紙装置２と、少なく
とも１つの印刷装置３；４と、排紙装置６とを有している。枚葉紙７は積み紙もしくは枚
葉紙パイル８から取り出されて、個別化されるか、またはずれ重なり式に供給テーブル９
を介して印刷装置３，４に供給される。これらの印刷装置３，４は公知の形式でそれぞれ
１つの版胴１１，１２を有している。これらの版胴１１，１２はそれぞれフレキシブルな
版板を固定するための版板固定装置１３，１４を有している。さらに、各版胴１１，１２
には、半自動式または全自動式の版板交換のための版板交換装置１６，１７が対応配置さ
れている。
【０００９】
　枚葉紙パイル８は、制御されて持上げ可能なパイルプレート１０に載置されている。枚
葉紙７の取出しは枚葉紙パイル８の上側からサクションヘッド１８を用いて行われる。こ
のサクションヘッド１８はとりわけ枚葉紙７を個別化するための多数の第一吸１９および
第二吸２１を有している。さらに、上側の枚葉紙層をさばくためのブロー装置２２と、パ
イル追従のための吹き足（Tastelement）２３とが設けられている。枚葉紙パイル８、特
に該枚葉紙パイル８の上側の枚葉紙７を整直させるためには、側方および後方の多数のス
トッパ２４が設けられている。
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【００１０】
　印刷機を通じた枚葉紙の搬送は、グリッパ装置を装備した多数の枚葉紙案内胴、たとえ
ば供給胴２６と、第１の圧胴３１と、渡し胴２７と、貯え胴２８と、反転胴２９と、第１
の圧胴４１とによって行われる。この第１の圧胴４１から枚葉紙はチェーンデリバリシス
テム３３の「つめざお」とも呼ばれるグリッパブリッジ３２へ引き渡される。このグリッ
パブリッジ３２は枚葉紙を排紙装置６の排紙積み紙もしくは排紙パイル３４へ搬送する。
【００１１】
　チェーンデリバリシステム３３は平行に配置された２つの搬送チェーン３６を有してい
る。これらの搬送チェーン３６はローラチェーンとして形成されていると有利である。搬
送チェーン３６は排紙装置６の側方フレーム３８に設けられたガイド３７内に案内されて
、２つのスプロケット３９，４２を介して変向される。この場合、両スプロケット３９，
４２のうちの少なくとも一方のスプロケットは駆動される。
【００１２】
　搬送チェーン３６は、枚葉紙搬送方向で互いに間隔を置いて多数のグリッパブリッジ３
２を支持している。搬送チェーン３６はそれぞれ多数のチェーンリンクを有しており、こ
の場合、外側リンク４３と内側リンク４４とが交互している。
【００１３】
　グリッパブリッジ３２を搬送チェーン３６に取り付けるためには、たとえば図３に示し
た実施例の場合のように、グリッパブリッジ３２が、互いに相互間隔を置いて配置された
２つのチェーンリンク、たとえばチェーンリンク４３－４３またはチェーンリンク４４－
４４に配置される。この手段により、グリッパブリッジ３２はチェーンリンク４３，４４
の４つのローラ４６，４７，４８，４９によって支持される。
【００１４】
　グリッパブリッジ３２の取付け個所もしくは支承個所５１，５２はそれぞれ２つのチェ
ーンピン４５の間に配置されている。これらのチェーンピン４５はそれぞれ１つの内側リ
ンク４４と１つの外側リンク４３とを互いに結合している。チェーンピン４５には、ロー
ラ４６；４７；４８；４９が配置されていると有利である。
【００１５】
　もちろん、グリッパブリッジ３２のこれらの取付け個所もしくは支承個所５１，５２は
、外側リンク４３の２つのローラ、たとえばローラ４７，４８の間に設けられていてもよ
い。
【００１６】
　グリッパブリッジ３２を３つのローラによって支持したい場合には、支承個所５１，５
２は１つの内側リンク４４と、直接に隣接した１つの外側リンク４３とにおいてそれぞれ
チェーンピン４５の間に配置されていなければならない。
【００１７】
　グリッパブリッジ３２の取付け個所もしくは支承個所５１，５２はジョイント支承部と
して形成されている。
【００１８】
　図３に示した実施例では、ジョイント支承部もしくは支承個所５２がボールジョイント
支承部であって、チェーンリンク４３またはチェーンリンク４４に設けられた溝５３内に
移動可能に配置されており、したがってこのジョイント支承部もしくは支承個所５２は可
動支承部（Loslager）として働く。ジョイント支承部もしくは支承個所５１は同じくボー
ルジョイント支承部として形成されているが、このジョイント支承部は固定支承部（Fest
lager）として働く。
【００１９】
　図５には、搬送チェーン３６におけるグリッパブリッジ３２の両側の支承部が示されて
いる。
【００２０】
　ボールジョイント支承部の自由度に対して付加的に、固定支承部５１は別の自由度を有
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していない。隣接した可動支承部５２は軸方向と搬送方向とにおいて付加的に２つの自由
度を有している。固定支承部５１とは反対の側に向かい合って配置された可動支承部５７
は軸方向に付加的な自由度を有している。隣接した可動支承部５８は軸方向と搬送方向と
において２つの付加的な自由度を有している。このような特別な支承装置により、搬送チ
ェーン３６におけるグリッパブリッジ３２の、モーメントフリー（momentenfrei）の支承
個所が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】輪転印刷機を概略的に示す断面図である。
【図２】枚葉紙を処理する機械の排紙装置に設けられたグリッパブリッジを示す平面図で
ある。
【図３】ローラチェーンにおけるグリッパブリッジの取付け部を示す斜視図である。
【図４】枚葉紙搬送方向におけるグリッパブリッジガイドを示す三次元の概略図である。
【図５】軸受け平面の断面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　印刷機
　２　給紙装置
　３　印刷装置
　４　印刷装置
　６　排紙装置
　７　枚葉紙
　８　枚葉紙パイル
　９　供給テーブル
　１０　パイルプレート
　１１　版胴
　１２　版胴
　１３　版板固定装置
　１４　版板固定装置
　１６　版板交換装置
　１７　版板交換装置
　１８　サクションヘッド
　１９　第１吸
　２１　第２吸
　２２　ブロー装置
　２３　吹き足
　２４　ストッパ
　２６　供給テーブル
　２７　渡し胴
　２８　貯え胴
　２９　反転胴
　３１　第１の圧胴
　３２　グリッパブリッジ
　３３　チェーンデリバリシステム
　３４　排紙パイル
　３６　搬送チェーン
　３７　ガイド
　３８　側方フレーム
　３９　スプロケット
　４１　第１の圧胴
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　４２　スプロケット
　４３　外側リンク
　４４　内側リンク
　４５　チェーンピン
　４６　ローラ
　４７　ローラ
　４８　ローラ
　４９　ローラ
　５１　固定支承部
　５２　可動支承部
　５３　溝
　５４　レール
　５６　ガイド
　５７　可動支承部
　５８　可動支承部

【図１】 【図２】
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【図５】
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